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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 現橋一般図
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昭和町5丁目歩道橋 補修計画一般図

図示 2
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 補修計画一般図
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横断部断面図 S=1:20
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昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(1/6)
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

部材の角部処理

R=2mm以上

昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(1/6)
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注記)
1.塗り替え塗装の対象となる範囲の、自由端角部は図に
  示すようにグラインダー等により曲面加工を行う。
　ただし、素地調整後に角部処理が確認できた場合は、
　施工対象としない。
2.処理延長は、現場での施工延長を計上し確定する。

4 4

1*5-[ 150x75x6.5x10x768

1*5-[ 150x75x6.5x10x7681*5-[ 150x75x6.5x10x768

高欄下横桟
1*10-□60x30x3.2x900

高欄支柱
1*10-□-75x75x3.2x850

手すり φ42

手すり φ34高欄縦格子
1*N-PL 75x6x730

高欄下横桟
1*9-□60x30x3.2x900

高欄下横桟
1-□60x30x3.2x710

高欄下横桟
1*10-□60x30x3.2x900

高欄支柱
1*10-□-75x75x3.2x850

高欄支柱
1*11-□-75x75x3.2x850

既設排水樋撤去
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11

33

注記)
1.本橋の既存塗装材料には，「鉛又はその化合物」が含まれているため，鉛中毒
　予防規則等関係法令に従い，湿式による作業の実施，作業主任者の選任と適切
　な作業指揮の実施，有効な保護具の着用等を実施する。
　※）過年度塗膜調査にて確認済み。
2.本橋の素地調整工法には，「塗膜剥離剤」を使用した工法を基本にしているが
　構造細部等で素地調整が十分でない箇所は，工具等で適宜素地調整の補完作業
　を行うこと。
3.湿式塗膜剥離剤は，剥離試験を実施し適正を確認すること。
4.塗装前には，付着塩化物量が50mg/m2以下になっていることを確認した後，塗
  装を行うものとする。
5.階段部および支柱の下側には，「落書き・貼紙防止塗装」を施す。
6.塗膜除去作業により発生した廃棄物は，関係法令に従って特別管理産業廃棄物
  の特定有害鉱さい(鉛)として処理すること。

実施設計図面



昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(2/6)
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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RC-II塗装系 + 落書き・貼り紙防止塗装

RC-II塗装系(ジンクリッチペイントのみ)

昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(2/6)
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昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(3/6)
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

階段詳細図(a部) S=1:10

踏み板 t=4.5mm
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昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(3/6)

凡例

RC-II塗装系

RC-II塗装系 + 落書き・貼り紙防止塗装

RC-II塗装系(ジンクリッチペイントのみ)
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側面図(1-1) S=1:50 正面図(4-4) S=1:50
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図示 6
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(4/6)
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凡例

RC-II塗装系

RC-II塗装系 + 落書き・貼り紙防止塗装

RC-II塗装系(ジンクリッチペイントのみ)
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(5/6)

凡例

RC-II塗装系

RC-II塗装系 + 落書き・貼り紙防止塗装

RC-II塗装系(ジンクリッチペイントのみ)

下部工
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実施設計図面
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

位置図 S=1:100
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昭和町5丁目歩道橋 塗替え塗装工詳細図(6/6)

凡例

RC-II塗装系

RC-II塗装系 + 落書き・貼り紙防止塗装

RC-II塗装系(ジンクリッチペイントのみ)

塗料名

2 種

有機ジンクリッチペイント

塗替え塗装仕様：Rc-II塗装系（はけ，ローラー）

塗装工程

素地調整

防食下地

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

使用量
(g/m2)

塗料間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

600

200

200

140

120

標準膜厚
(μm)

60

60

30

25

--
※ 1

※1:素地調整程度2種ではあるが，健全なジンクプライマーやジンクリッチペイントを
    残し，ほかの旧塗膜を全面除去した場合は，鋼材露出部のみ有機ジンクリッチペイ
    ントを塗布する。この際，使用量の目安は240g/m2程度とする。素地調整程度2種で
    旧塗膜を全面除去した場合は，有機ジンクリッチペイントの使用量を600g/m2とする。
※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。
※3:階段下面及び橋脚支柱下部のみ落書き，貼紙防止透明塗布剤を塗布する。

塗替え塗装工

クリアー 落書き，貼紙防止透明塗布剤 70～80 15
※ 3 ---

1日～10日

※ 2

P4P3P1 P2 A2A1 A3

排水管塗替箇所排水管塗替箇所
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P1橋脚部平面図 P4橋脚部平面図
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横断部断面図 S=1:20
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工
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工
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工

排水工 排水工

1500

排水工
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工
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工
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排
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工

5 0
排

水
工

1200
踊り場

ノンスリップゴム

排水工 排水工

50
50

4x300=1200

300

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

ノンスリップゴム

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

シーリング材
(ハンチ20x20)

シーリング材
(ハンチ20x20)

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

50
20

50
20

20
25

排
水

工
排

水
工

a

a

5x
30

0=
15

00

支間長 18350
17x300=5100 1200 17x300=5100

1680

50
1 8

70

18x300=5400 1200 17x300=5100 90
50

47
15

50
14

00
50

15
00

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

昭和町5丁目歩道橋　舗装工詳細図(1/2)

S=1:100平面図

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

ウレタン樹脂製点字タイル
N=6枚

90

11400

140050
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1680
11700
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P2 P3
P4

A2

図示
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50 1540

4000 4000 4000 4000 11751175
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ー
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ー
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A3

4 0
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20
40

15
0 0

4 0
14

20
4 0

1 5
0 0

30
20

160
20

30

260

30
35

65 30
20

50

シーリング材ゴムチップタイル

添接部(a部)拡大図

主桁web

添接板

S=1:5

注記)
  1.工事着手前に現橋の再計測を行い施工範囲を確認すること。
  2.ゴムチップタイルの割り付けは，施工範囲を確認した後，
    適宜現場に合うよう変更対応のこと。
  3.使用する材料は，担当者に承認をうけること。
　4.モルタルを取り壊す際は，細かくカッターを入れ容易に
　　はつりを行えるようにし，騒音に配慮した施工を行うこと。

セメントモルタル

ゴムチップタイル

10

10

シール材充填
シリコーン系

カッター目地詳細図 S=1:2

3層式防水層

実施設計図面
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋　舗装工詳細図(2/2)

概略施工手順

1)既設コンクリートブロック及び調整モルタルの撤去
2)施工面の下地調整(不陸整正，素地調整(2種)，有機ジンク
  リッチペイント240g/m2を塗布)
3)溶接金網配置，セメントモルタル打設
4)下地面の排水勾配の確保
5)下地のほこり，ゴミ，油分などを完全に除去し清掃
6)3層式防水層(溶剤型合成ゴム塗膜系防水材)塗布
7)芯出し，位置決め
8)接着剤の塗布(施工面積，接着剤放置時間に注意)

9)ゴムチップ平板の貼り合わせ(場所によりカッター切断)

10)ローラなどで転圧し，よく圧着させる

下地となじませ

・貼り合わせ作業は、2～3m2単位で繰り返し行う。

・標準塗布量は約600g/m2である。

貼合せ可能時間
標準硬化時間

夏(25～35℃) 春・秋(15～25℃)冬(5～15℃)
10～20分
40～60分
約1日

15～25分
50～70分
約1日

20～30分
60～80分
約1日

引っ張り強さ
伸び率
硬さ

使用標準値 備　考

0.6 Mpa
93 %

62 C Type

JIS K 6251 に準じる

滑り抵抗CSR
(DRY/Wet)
透水性

0.73 CSR
/ 0.73 CSR
0.7 cm/sec

JIS K 6251 に準じる
JIS K 6253 に準じる

使用材料性能表

衝撃吸収性 80～98G JIS A 6519 に準じる
JIS A 1454 に準じる

日本道路建設業協会

図示

階段部 ctc300
ゴムチップタイル

L1(300程度)
点字タイル警告用

600
ゴムチップタイル

L2
ゴムチップタイル
横断部 ctc300

ノンスリップゴム

ゴムチップタイル舗装
300x300x10

ノンスリップゴム

セメントモルタル
1:3

S=1:10P2・P3橋脚接続部側面図 横断部断面図 S=1:10

1500

ゴムチップタイル舗装
300x300x10

3層式防水層(溶剤型合成ゴム塗膜系防水材)
第3層目:合成ゴム塗膜系防水材
第2層目:ゴム系溶剤型二次プライマー
第1層目:ゴム系溶剤型一次プライマー

接着剤
ウレタン樹脂系

溶接金網 1400xL
φ3.2 網目100x100mm

50 200

250 900

セメントモルタル 1:3

260 4040 260 3x300=900

1500

ゴムチップタイル舗装
300x300x10

3層式防水層(溶剤型合成ゴム塗膜系防水材)
第3層目:合成ゴム塗膜系防水材
第2層目:ゴム系溶剤型二次プライマー
第1層目:ゴム系溶剤型一次プライマー

接着剤
ウレタン樹脂系

階段部断面図 S=1:10

セメントモルタル 1:3

溶接金網 1400x250
φ3.2 網目100x100mm

排水桝部標準部

36

排水工
50

ゴムチップタイル

2x170=340
ゴムチップタイル

300
点字タイル警告用

600
ゴムチップタイル

300

溶接金網 1400xL
φ3.2 網目100x100mm

素地調整2種
有機ジンクリッチペイント240g/m2

セメントモルタル 1:3

ゴムチップタイル舗装
300x300x10

ノンスリップゴム

溶接金網 1400x250
φ3.2 網目100x100mm

P1・P4橋脚接続部断面図

b

b

300

10
14

0

15
0

300

10
14

0

15
0

ゴムチップタイル舗装
300x300x10

ノンスリップゴム

溶接金網 1420x250
φ3.2 網目100x100mm

セメントモルタル 1:3

素地調整2種
有機ジンクリッチペイント240g/m2

階段部舗装工詳細図 S=1:10

薄層舗装撤去
t=10mm

すべり止めステップ撤去

35

35

モルタル撤去

階段部取り壊し詳細図 S=1:10

10 25

階段部 ctc300

注記) 施工手順及び仕様は、使用する製品の施工要領書に準じる。

S=1:10

150mm間隔程度

15
0m

m間
隔

程
度

カッター切り

モルタルカッター切り要領図 S=1:10

50 250 50

50 50
排水工排水工

排水工 排水工

溶接金網 1400x250
φ3.2 網目100x100mm

溶接金網 1400xL
φ3.2 網目100x100mm

10
0

35 45

35

50

視覚障がい者用誘導タイル

ウレタン樹脂製点字タイル

30 4x60=240 30

300

30
4x

60
=2

40
30

30
0

105

30
0

300

10
5

S=1:10

25
95

40
10

2.00% 2.00%

注記)
  1.工事着手前に現橋の再計測を行い施工範囲を確認すること。
  2.ゴムチップタイルの割り付けは，施工範囲を確認した後，
    適宜現場に合うよう変更対応のこと。
  3.使用する材料は，担当者に承認をうけること。
　4.モルタルを取り壊す際は，細かくカッターを入れ容易に
　　はつりを行えるようにし，騒音に配慮した施工を行うこと。

排水工
50

3層式防水層
ゴムチップタイル舗装

弱溶剤形フッ素樹脂塗料

鋼部材の腐食が著しい場合は、
エポキシ樹脂パテによる素地調整
を先行して行う。

シーリング材 ハンチ 20x20
ウレタン樹脂系 1液型

コンクリートプライマー
変成シリコーン系

主桁Web
または地覆プレート

コンクリートプライマー
弱溶剤二液オールインワンシーラー

既設鋼板

セメントモルタル 1:3

溶接金網
φ3.2mm 網目100x100mm

3層式防水層
溶剤型合成ゴム塗膜系防水材

S=1:2b部詳細図

実施設計図面
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 排水工詳細図(1/2)

P2橋脚部

排水装置平面図

名称 仕様・規格

排水桝

フレキシブル塩ビ管

45°エルボ

100A L=1000mm(屋外排水用)

VP100A

DV-45L-100mm

排水管

単位

インクリーザー DV-IN-100mmx75mm

ステンレス排水桝

排水装置補修内容一覧表
備考

基

個

本

m

個

個

P2側

2

2

2

1.1

1

2

DV-WLT-100mm90°大曲り両Y

個 2DV-LL-100mm90°大曲りエルボ

排水桝 既設排水樋撤去

50 1400 50

排水桝

排水装置正面図(1-1)

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

屋外排水用フレキシブル
塩ビ管100A　　L=1000mm

インクリーザー
(DV-IN)100mmx75mm

排水桝 排水桝

11

2

2

排水管VP100A
L=500mm

屋外排水用フレキシブル
塩ビ管100A　　L=1000mm

排水装置側面図(2-2)

45°エルボ
(DV-45L)100mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm45°エルボ

(DV-45L)100mm

18
00

10
00

10
00

S=1:20

S=1:20

18
00

10
00

10
00

既設取付金具利用　

既設取付金具利用　

既設取付金具利用　

60
60

　既設取付金具利用

　既設取付金具利用

　既設取付金具利用

3

3

排水管側面図(3-3) S=1:20

S=1:20

排水管VP100A
L=100mm

90° 大曲り両Ｙ
(DV-WLT)100mm

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

11
10

取付金具設置　

365

45°エルボ
(DV-45L)100mm
排水管VP100A
L=365mm

既設取付金具利用

排水管VP100A
L=500mm

取付金具設置

45°エルボ
(DV-45L)100mm

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

90° 大曲り両Ｙ
(DV-WLT)100mm

既設排水管
L=3000mm

1500

P3
橋

脚
P1

橋
脚

インクリーザー
(DV-IN)100mmx75mm

11
10

排水桝

　取付金具設置

取付金具 t≦38mm SS400,SM400 個 2

85
0

30
0

排水管VP100A
L=500mm

　取付金具設置

85
0

30
0

取付金具設置　

インクリーザー
(DV-IN)100mmx75mm

60
60

45°エルボ
(DV-45L)100mm

排水管VP100A
L=100mm

排水管VP100A
L=365mm

排水管VP100A
L=365mm

90° 大曲り両Ｙ
(DV-WLT)100mm

既
設

排
水

管
利

用
 L

=3
00

0m
m

既
設

排
水

管
利

用
 L

=3
00

0m
m

P2

1

50 150

200

φ76.3

排水工

27-φ20孔

目皿t=12mm

200

50 150

モルタル充てん

φ14孔
M10x40(本体打込み式アンカーボルト)
削孔 φ14.5mm L=45mm

φ14孔
M10x40(本体打込み式アンカーボルト)
削孔 φ14.5mm L=45mm

50

50 50

100 50

188

23
8

2

注記)
1.特記なき材質はすべてSUS304とする。
2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。
3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し
　耐食性向上の措置を講じる。
4.現地調査にて寸法確定後製作する。　

断面図(2-2)

平面図(1-1) 目皿詳細図
排水桝詳細図 S=1:5

φ100程度

12
5

12
5

25
0

取付け金具詳細図

4.
5

80

40 30

10

φ=11
4

1 - PL 50 x 4.5 x 520
1 - PL 50 x 4.5 x 80 (SM400)
1 - ボルト M12x45 (2WS)
1 - ナット 1種
1 - ナット 3種

取付金具 1.0箇所当たり
 (製作数 N=2基)

10

140

現場すみ肉溶接
脚長 4mm

150

注記)
　1.取付けバンドは，HDZ55処理とする。
  2.特記無き材質は，SS400とする。

排水管 VP 100A

ボルトM12
ナット1種,3種

絶縁用EPDM
t=3mm

S=1:5

モルタル充てん

シール材 15mmx20mm
シリコーン系

25
25

25

50
50

25

25
30

0

50

50
排水工

1

2

35
0

32
5

新
設

排
水

桝

既設排水枡切断撤去

M10ボルト(SUS)

M10ワッシャー(SUS)

2525

50

削孔 φ14.5mm L=45mm

打ち込み式アンカー
M10 L=40mm

6

排水桝固定部(参考図) S=1:2

間詰めコンクリート

実施設計図面
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昭和町5丁目歩道橋 排水工詳細図(2/2)

P3橋脚部

排水装置平面図 排水管側面図(3-3)

名称 仕様・規格

排水桝

フレキシブル塩ビ管

45°エルボ

100A L=1000mm(屋外排水用)

VP100A

DV-45L-100mm

排水管

単位

インクリーザー DV-IN-100mmx75mm

ステンレス排水桝

排水装置補修内容一覧表
備考

基

個

本

m

個

個

P3側

2

2

2

1.5

1

4

DV-WLT-100mm90°大曲り両Y

個 2DV-LL-100mm90°大曲りエルボ

取付金具 t≦38mm SS400,SM400 個 3

50 1400 50

既設排水樋撤去排水桝 排水桝

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

90°大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

90° 大曲り両Ｙ
(DV-WLT)100mm

屋外排水用フレキシブル
塩ビ管100A　　L=1000mm

インクリーザー
(DV-IN)100mmx75mm

排水桝 排水桝

排水管VP100A
L=500mm

排水管VP100A
L=100mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm

排水装置正面図(1-1) 排水装置側面図(2-2)

排水管VP100A
L=100mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

90° 大曲り両Ｙ
(DV-WLT)100mm

排水管VP100A
L=500mm

屋外排水用フレキシブル
塩ビ管100A　　L=1000mm

インクリーザー
(DV-IN)100mmx75mm

排水桝

11

2

2

30
0

10
90

　既設取付金具利用

　既設取付金具利用

3

3

排水管VP100A
L=553mm

排水管VP100A
L=553mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm 排水管VP100A

L=100mm

45°エルボ
(DV-45L)100mm

取付金具設置

排水管VP100A
L=553mm

排水管VP100A
L=500mm

90° 大曲りエルボ
(DV-LL)100mm

90° 大曲り両Ｙ
(DV-WLT)100mm

既設排水管
L=2300mm

18
00

10
00

30
0

10
90

取付金具設置　

取付金具設置　

　取付金具設置

　取付金具設置

既設取付金具利用　

既設取付金具利用　

1500

57
40

57
40

インクリーザー
(DV-IN)100mmx75mm

排水管VP100A
L=100mm

排水管VP100A
L=100mm

55
3

S=1:20

S=1:20

S=1:20

S=1:20

取付金具設置　

65
0

90
0

65
0

90
0

　取付金具設置

取付金具設置

既
設

排
水

管
利

用
 L

=2
30

0m
m

既
設

排
水

管
利

用
 L

=2
30

0m
m

10
00

18
00

P3

P2
橋

脚
P4

橋
脚

取付け金具詳細図

4.
5

80

40 30

10

φ=11
4

1 - PL 50 x 4.5 x 520
1 - PL 50 x 4.5 x 80 (SM400)
1 - ボルト M12x45 (2WS)
1 - ナット 1種
1 - ナット 3種

取付金具 1.0箇所当たり
 (製作数 N=3基)

10

140

現場すみ肉溶接
脚長 4mm

150

注記)
　1.取付けバンドは，HDZ55処理とする。
  2.特記無き材質は，SS400とする。

排水管 VP 100A

ボルトM12
ナット1種,3種

S=1:5

1 1

50 150

200

φ76.3

排水工

27-φ20孔

目皿t=12mm

200

50 150

モルタル充てん

φ14孔
M10x40(本体打込み式アンカーボルト)
削孔 φ14.5mm L=45mm

φ14孔
M10x40(本体打込み式アンカーボルト)
削孔 φ14.5mm L=45mm

50

50 50

100 50

188

23
8

22

注記)
1.特記なき材質はすべてSUS304とする。
2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。
3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し
　耐食性向上の措置を講じる。
4.現地調査にて寸法確定後製作する。　

断面図(2-2)

平面図(1-1) 目皿詳細図
排水桝詳細図 S=1:5

φ100程度

12
5

12
5

25
0

絶縁用EPDM
t=3mm

モルタル充てん

既設排水枡切断撤去

シール材 15mmx20mm
シリコーン系

25
25

25

50
50

25

25
30

0

50

50
排水工

35
0

32
5

新
設

排
水

桝

M10ボルト(SUS)

M10ワッシャー(SUS)

2525

50

削孔 φ14.5mm L=45mm

打ち込み式アンカー
M10 L=40mm

6

排水桝固定部(参考図) S=1:2

間詰めコンクリート

実施設計図面



図示 13

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島線
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

至
 徳

島
至
 小

松
島

位置図

A1

P1

P2 P3

A3

P4

A2

S=1:150

1

1

22

昭和町5丁目歩道橋 裾隠し・目隠し詳細図(1/3)

P2

裾隠し板

P1

RQPPPNMLK

P2

S

あ

T U

G1側側面図(2-2)

1.11803
26゜34′0.

50
00

0

　

1.00000

1.11803
26゜34′0.

50
00

0

　

1.00000

昭和町5丁目歩道橋 裾隠し・目隠し詳細図(1/3)

姿図(起点側階段・横断部)

87
5

89
6

87
5

40
0

目
隠

し
板

（
上

段
）

目
隠

し
板

(上
段

)

目
隠

し
板

(上
段

)

目
隠

し
板

(上
段

)

目
隠

し
板

（
上

段
）

裾
隠

し
板

天端折れ点

底面折れ点底面折れ点

天端折れ点

89
6

87
5

(22.5) 975 975 450 768 800 800 800 800 800 800 800 900 (22.5)

9713

993 10 965 10 440 10 758 10 1590 10 1590 10 1590 10 790 10 918

412 356

453 314

282 518 382 540

324 476 424 499

目隠し板(上段)

(22.5) 975 975 975 975 975 975 (22.5)

5895

1967 10 1940 10 1967

75 10 880 10 75

S=1:30G2側側面図(1-1) S=1:30 目隠し板(上段)＝28m827
目隠し板(下段)＝14m098
裾 隠 し 板 ＝ 0 m 8 8 0

注記)
1.裾隠し板の形状は，既設高欄形状を確認の上で決定すること。

実施設計図面



図示 14

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島線
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 裾隠し・目隠し詳細図(2/3)

至
 徳

島
至
 小

松
島

位置図 S=1:150

4

4

3

3

A1

P1

P2 P3

A3

P4

A2

昭和町5丁目歩道橋 裾隠し・目隠し詳細図(2/3)

9

P4 A3

1 1 2 3 4 555555 6 7 88888

天端折れ点

底面折れ点

P3

P4

JA B C D E E E F G H

目
隠

し
板

（
上

段
）

目
隠

し
板

(上
段

)

目
隠

し
板

（
下

段
）

目隠し板(下段) 75 10 880 880
10
75
10

690 295 633 745 745 745 745 745 745
10
75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10 10

75
10

10 75

350 395

339 406 399 416

410 405

815815745 815 815
10
75
10

天端折れ点

底面折れ点

目隠し板(上段)

382 458 442 468

424 416 484 426天端折れ点

底面折れ点

天端折れ点

底面折れ点

87
5

72
0

70 563

368 265

412 316

453 274

13418

(22.5) 975 975 785 390 728 840 840 840 840 840 840 840 910 910 910 910 910 910

(22.5)

993 10 1750 10 380 10 718 10 1670 10 1670 10 1670 10 830 10 900 10 1810 10 928

G1側側面図(3-3) S=1:30

G1側側面図(4-4) S=1:30

86
9

87
5

87
5

89
6

89
6

目
隠

し
板

(上
段

)

目
隠

し
板

(上
段

)

目
隠

し
板

(下
段

)

目
隠

し
板

(下
段

)

目
隠

し
板

(下
段

)

815 815
10
75
10

4

4

150 1500 150

89
0

75 615

700

10 75

目
隠

し
板

(下
段

)

75 615
10

75

75 75

1501500

姿図(終点側階段部)

1.11803
26゜34′0.

50
00

0

　

1.00000

1.11803
26゜34′0.

50
00

0

　
1.00000

86
9

注記)
1.裾隠し板の形状は，既設高欄形状を確認の上で決定すること。

実施設計図面



図示 15

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島線
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 裾隠し・目隠し詳細図(3/3)

G1 G2

1500

1900

200 200

目
隠

し
板

(上
段

)取
替

(1
箇

所
)

裾
隠

し
板

取
替

目
隠

し
板

(上
段

)取
替

G1 G2

1500

1900

200 200

目
隠

し
板

(上
段

)取
替

(下
段

)取
替

目
隠

し
板

注記) Nはナット，Wはワッシャー，SWはスプリングワッシャーを示す。

昭和町5丁目歩道橋 裾隠し・目隠し詳細図(3/3)

3

4

1

5

6

2

2-φ82-φ8

55

25 70

95

20

75 55

45 25

20

25

30 50

80

R=1
2.5

Ｕボルト詳細図

起点側断面図

終点側断面図

ポリカーボネート板 t=5

外側 内側

注記) 寸法はLEVEL部寸法を示す。

注記) 寸法はLEVEL部寸法を示す。

目隠し板（上段）組立詳細図

目隠し板（下段）組立詳細図

裾隠し板 組立詳細図

外側 内側

外側 内側

1

2

2

S=1:6S=1:20

S=1:20

ポリカーボネート板 t=3

S=1:6 S=1:3 Ｕボルト詳細図 S=1:3

75

20
45

35
0

45
35

0
45

20

87
5

約10 既設横枠
□-75x45

既設支柱
□-75x75

既設バラスター
FB-60x6.0

既設バラスター
FB-60x6.0

約10 約10

50
62

0
50

72
0

既設バラスター
FB-60x6.0

既設バラスター
FB-60x6.0

既設支柱
□-75x75

記 号 名　　称 寸　　法

目隠し板(上段)

目隠し板(下段) 裾隠し板

t=5

t=3

M6

M6Uボルト(60x6用)

Uボルト(75x45用)

角座金 20x75x3

材　　質

ポリカーボネート

ポリカーボネート

備　　考

N(2)，SW(2) 付

角座金 SUS30420x45x3

N(2)，SW(2) 付

6

5

4

3

2

1

材 料 表

SUS304

SUS304

SUS304

50
30

0
50

40
0

75 約10

S=1:6

ポリカーボネート板 t=3

実施設計図面



昭和町5丁目歩道橋 鋼部材補修工詳細図

図示 16

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島線
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 鋼部材補修工詳細図

支間長 18350

P2 P3 17
x1

50
=2

55
0

18
x1

50
=2

70
0

G2G1

10
0

17
x1

50
=2

55
0

19
x1

50
=2

85
0

G1G2

10
0

起点側階段正面図 終点側階段正面図横断部平面図

3200 500

1900 100 1200 100
100

600

19001300

500

900

300

1150

1422

2350

100
350

1900650 100
400

100

3300

1900 100 1200

4400

100900450
100

700

1250

100

4500

1250 100 1628

デッキプレート継ぎ目位置

デッキプレート継ぎ目位置

デッキプレート継ぎ目位置

紫外線硬化型FRPシート張付け位置図 S=1:50

凡例

紫外線硬化型FRPシート張付け範囲

損傷箇所(孔食)

損傷箇所(板厚減少)

踊り場
踊り場

地覆部
W100xL100mm

踊り場地覆部
W100xL100mm

G2

140 1520 140

150 1500 150

1800

紫外線硬化型FRPシート張付け幅

階段正面図 S=1:20

注記)
1.工事着手前に現橋の再計測を行い施工範囲を確認すること。
2.紫外線硬化型FRPシートの端部は平坦面に30mm以上の張付け
  白を確保すること。
  また，鋭角部内側に貼る場合は，シートの跳ね上がりを防
  止するために，パテ剤でハンチを設けた上で施工すること。
3.ケレン作業等により新たに孔食が発見された場合は，発注
  者と協議の上で施工範囲を変更すること。

G2G1

紫外線硬化型FRPシート設置工

現 状

補 修

鋼板

鋼板

下地処理(2種ケレン)

不陸調整(穴埋め，段差修正)

紫外線硬化型FRPシート貼付

・プライマー硬化確認後に不飽和
　ポリエステル樹脂製ガラス繊維
　入りパテにて穴埋め及び段差修
  正を行う。

・塗布形素地調整軽減剤を塗布。

下地調整(プライマー塗布)

・ディスクグラインダー等により
  鋼板の錆を落とす。

施工フロー図

 2 下地調整
  (プライマー塗布)

 1 下地処理
  (2種ケレン)

紫外線照射

・パテの硬化後、鋼板両面に紫外
  線硬化型FRPシートを貼付ける。

仕上げ

・紫外線照射器を用いて照射対象
　の 200mm以下まで近づけ20分間
  照射する。

・不陸調整用パテによりシート端
  部処理を行う。

 3 不陸調整
  (穴埋め，段差修正)

 4 紫外線硬化型FRPシート貼付
 5 紫外線照射

 6 保護塗装

[紫外線照射あり]

穴あき部または板厚減少部

鋼部材断面修復工詳細図 S=1:5

床版下面

30mm以上 30mm以上

損傷箇所
(板厚減少)

紫外線硬化型FRPシート
W=400mm

中間部 横桁部

横桁

紫外線硬化型FRPシート
W=240mm程度

損傷箇所
(板厚減少)

紫外線硬化型FRPシート
W=1520mm

階段部

1 50

損傷箇所
(孔食)

2 00

紫外線硬化型FRPシート
W=1520mm

15 0

紫外線硬化型FRPシート
W=1520mm

a

a部拡大図

紫外線硬化型FRPシート
W=1520mm

損傷箇所
(孔食)

20 0

屈曲部(鋭角)はパテで整形し，
ハンチを設ける。

実施設計図面



昭和町5丁目歩道橋 橋台支承部補修詳細図

図示 17

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島線
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳・昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

17x300=5100
1200

17x300=5100
500

13580 支間長 18350

位置図 S=1:200

20
0
15

00
20

0

19
00

17x300=5100
1200

18x300=5400
500

1680

13880

A1

至
 
小
松
島

一
般
県
道
徳
島
小
松
島
線

至
 
徳
島

P1 P2 P3 P4 A2

A3

支承補修箇所

支承補修箇所

支承補修箇所

1680

1:0.2

民地床版桁

正面図(1-1)

1:0.1

水道管 φ50

G1G2

10
0

100 590

50
50

50
50

10
0

180コンクリート取り壊し

無収縮モルタル充てん

2

2

270 60

330

コンクリート取り壊し

1

1

無収縮モルタル充てん

支承

側面図(2-2)

正面図(1-1)

G2G1

側面図(2-2)

330

50
36

86

60 210 60

330

50
36

86

50

390

10 330

コンクリート取り壊し

90 90

180

2

2

1

1

無収縮モルタル充てん

1:0.2
正面図(1-1) 側面図(2-2)

G1G2

50
11

60 210 60

330

60 210 60

330

20 330 70

420

70 330 20

420

50
11

50
11

5011
1

5011
1

50 11
1

コンクリート取り壊し

無収縮モルタル充てん

コンクリート取り壊し

無収縮モルタル充てん

130 50

180

コンクリート取り壊し

無収縮モルタル充てん

90 90

180

支承

支承

支承

無収縮モルタル充てん

コンクリート取り壊し

A1橋台詳細図 S=1:10

A2橋台詳細図 S=1:10

A3橋台詳細図 S=1:10

支承

支承 支承

排水管

2

2

1

1

昭和町5丁目歩道橋 橋台支承部補修詳細図

A1,A2,A3橋台

注記)
1.施工前に調査を実施し、施工範囲及び施工数量について協議を行
  うこと。
2.支承補修時の無収縮モルタル打設寸法は現地測定後決定すること。
3.支承部は露出したアンカーボルトを含め可能なケレンを施し，常
  温亜鉛めっきを施すこと。
4.常温亜鉛めっきは，刷毛塗りが困難と判断した場合は，エアゾール
   スプレーによる塗布とすること。

330

120 12090

18
0

正面図

支承防錆処理詳細図

22

330

t
22

平面図

常温亜鉛めっき

　
　

　　　　　　

常温亜鉛めっき塗装

工　程

常温亜鉛めっき
　　2回目

合　計

素地調整 2種

常温亜鉛めっき
　　1回目

実塗布量(g/m2,本/m2)

ハケ スプレー エアゾール ドライ ウェット

塗布量
(g/m2)

塗膜厚(μm)

250

250

500

300

300

600

325

325

650

1.5本

1.5本

3.0本

40

40

80

75

75

---

アンカーボルト露出部

S=1:5

常温亜鉛めっき

注記) 図は支承補修前の状態を示す。

アンカーボルト M22

アンカーボルト M22

実施設計図面



昭和町5丁目歩道橋 落橋防止構造詳細図(1/2)

図示 18

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島線
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳-昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞

昭和町5丁目歩道橋 落橋防止構造詳細図(1/2)

支間長 18350

平面図 S=1:50

P2 P3

横断部
橋軸直角方向落橋防止構造
N=2.0基

横断部
橋軸方向落橋防止構造
N=1.0基

横断部
橋軸直角方向落橋防止構造
N=2.0基

横断部
橋軸方向落橋防止構造
N=1.0基

横断部
橋軸方向落橋防止構造

横断部
橋軸直角方向落橋防止構造

横断部
橋軸直角方向落橋防止構造

橋脚部平面図 S=1:20

橋脚部正面図 S=1:20

70 470 105

645

60
12

0

18
0

70470105

645

60
12

0

18
0

70 470 105

645

20
9

70470105

645

15
1

横断部
橋軸方向落橋防止構造

横断部
橋軸直角方向落橋防止構造

横断部
橋軸直角方向落橋防止構造

6ヶ月以内
プライマー

1日～10日

1日～10日

1日～10日

塗装間隔

140

170

540

160

160

(g/m2)

使用量

フッ素樹脂塗料上塗

フッ素樹脂塗料用中塗

エポキシ樹脂塗料下塗

エポキシ樹脂塗料下塗

無機ジンクリッチプライマー

ブラスト処理　ISO Sa2 1/2

塗料名

上　塗

中　塗

下　塗

ミストコート

塗装工程

素地調整

標準膜厚
(μm)

 15

 -

120

 30

 25

防食下地 無機ジンクリッチペイント

ブラスト処理　ISOSa2 1/2

600  75

2次素地調整

4時間以内

4時間以内

工製
場鋼

2日～10日

注.1)塗装使用量はスプレーの場合を示す。
注.2)プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。
注.3)製作工場におけるプライマーは膜厚にて管理する。

橋
梁
製
作
工
場

制作鋼部材 塗装仕様 C-5塗装

6ヶ月以内
プライマー

1日～10日

1日～10日

塗装間隔

160
(130)

160

(g/m2)

使用量

ふっ素樹脂塗料上塗

ふっ素樹脂塗料用中塗

超厚膜形エポキシ樹脂塗料

変性エポキシ樹脂塗料下塗

無機ジンクリッチプライマー

ブラスト処理　ISO Sa2 1/2

塗料名

上　塗

中　塗

下　塗

ミストコート

塗装工程

1次素地調整

標準膜厚
(μm)

 (15)

 -

300

 30

 25

動力工具処理　ISO St3素地調整

4時間以内

4時間以内

工製
場鋼

1日～10日

注.1)塗装使用量：スプレーとし,( )ははけ-ローラー塗りの場合を示す。
注.2)プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。
注.3)製鋼工場におけるプライマーは膜厚にて管理する。
注.4)母材と添接板の接触面は,製作工場の無機ジンクリッチペイントまで塗布する。
注.5)超厚膜形エポキシ樹脂塗料を適用することで防食性の向上と工期短縮を図ることができるが,一般面
     と比べて仕上がり外観は劣る。
注.6)防せい処理ボルトの場合は,添接板を含め高力ボルト頭部にミストコートから塗布する。
注.7)防せい処理ボルトを使用しない場合は,高力ボルト頭部に素地調整後,有機ジンクリッチペイント
     240g/m2x2回(はけ塗り,塗装間隔は1日～10日)を塗装した後,添接板も含め,ミストコートから塗装
     する。

現
場

現場塗装仕様 F-11塗装

塗装方法

防食下地 600無機ジンクリッチペイント

ブラスト処理　ISO Sa2 1/22次素地調整

 75

工製
場作

1100
(500x2)

170
(140)
140

(120)

4時間以内

1年以内

スプレー

スプレー

スプレー
(はけ-ローラー)

スプレー
(はけ-ローラー)

スプレー
(はけ-ローラー)

スプレー
(はけ-ローラー)

塗装間隔

600
(300x2)

(g/m2)

使用量

ふっ素樹脂塗料上塗

ふっ素樹脂塗料用中塗

有機ジンクリッチペイント

塗料名

上　塗

中　塗

防食下地

塗装工程
標準膜厚
(μm)

 75

 30

 25

ブラスト処理　ISO Sa2 1/2素地調整
4時間以内

1日～10日

注.1)塗装使用量：スプレーとし,( )ははけ-ローラー塗りの場合を示す。

現場塗装仕様 F-13塗装

塗装方法

170
(140)
140

(120)

スプレー
(はけ-ローラー)

スプレー
(はけ-ローラー)

スプレー
(はけ-ローラー)

1日～10日
変性エポキシ樹脂塗料下塗下　塗  60

現
場

240
(200)

スプレー
(はけ-ローラー)

変性エポキシ樹脂塗料下塗下　塗  60
240

(200)
スプレー

(はけ-ローラー)
1日～10日

1日～10日

P2・P3橋脚 落橋防止システム構成装置一覧表
装置名称 型　式 規　格 数　量

橋軸方向落橋防止構造 ピン式連結板 t=22mm(SM400),B.N M42  1基 x 2箇所

橋軸直角方向落橋防止構造 ピン式連結板 t=22mm(SM400),B.N M36  2基 x 2箇所

凡例

C-5塗装系

F-11塗装系(ジンクリッチペイントまで)

F-11塗装系

F-13塗装系

100

現場溶接影響範囲
F-13塗装系

現場溶接影響範囲
F-13塗装系

摩擦接合面
ジンクリッチペイント

締め付けボルト周辺
F-11塗装系

落橋防止構造塗分け模式図

橋軸方向 橋軸直角方向

注記)
1.落橋防止構造の形状は,現地にて実測後決定すること。
2.図面と既設寸法に差異がある場合は,適宜変更のこと。
3.固定ブラケットの寸法を変更する場合は,構造計算を
  再度行い,応力度に問題がないことを検証すること。

20
40

20 20
40

20

20
46

20

締め付けボルト周辺
F-11塗装系

締め付けボルト周辺
F-11塗装系

1 1

ブラケット平面図(1-1)

摩
擦

面
外

面

20
26

20

摩擦接合面
ジンクリッチペイント

締め付けボルト周辺
F-11塗装系

S=1:5

実施設計図面



昭和町5丁目歩道橋 落橋防止構造詳細図(2/2)

S=1:5 19
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R7徳土 徳島小松島線（昭和町５丁目歩道橋）
     　　徳-昭和 歩道橋修繕工事

徳島市昭和町(昭和町5丁目歩道橋)

徳島県東部県土整備局＜徳島＞
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1

1

2
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30
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55
65

12
0

18
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12
5

3

3

M3
6

6
22
10

12

6
29 25

110

55
55

65

16

12
0

30
0

18
0

12
5

横断部橋軸直角方向落橋防止構造

側面図(1-1) 正面図(2-2) 側面図(3-3)

既設側 φ40孔 現場穿孔
新設側 φ40孔

既設側 φ24.5孔 現場穿孔
新設側 φ26.5孔

40
12

0
40

20
0

89
22

89

95 10 95

200

80 60

140

1012010

40 100

195 105

300

80
40

80

M36M36

470

平面図(4-4)

4 4

42 78

23 120

有効ねじ長

φ6.3孔

32 78

23 110

有効ねじ長

φ6.3孔

ボルト詳細図

昭和町5丁目歩道橋 落橋防止構造詳細図(2/2)
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R=
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16

φ8.0孔
pinφ8x71

16

26
34

7
22
5
22
5
22
7

150

M4
2

階段側 支間側

7

7

10 140 10

160135

横断部橋軸方向落橋防止構造

側面図(1-1)

150 26

16

M4
2

φ8.0孔

ボルト詳細図

2

2

5496
有効ねじ長

ボルト詳細図

注記)
1.落橋防止構造の形状は,現地にて実測後決定すること。
2.図面と既設寸法に差異がある場合は,適宜変更のこと。
3.固定ブラケットの寸法を変更する場合は,構造計算を
  再度行い,応力度に問題がないことを検証すること。

製作数：2

1 - PL 276 x 22 x 284
2 - PL 140 x 22 x 199
1 - PL 120 x 22 x 160
1 - B.N M42 x 150 (SS400)(2-W付)
1 - Pin φ8 x  71 (SWRM8)

注記)
  特記無き材質はSM400Aとする。

正面図(2-2)

製作数：4

1 - PL 110 x 22 x 580 (SS400)
1 - PL 120 x 22 x 158
1 - PL 140 x 22 x 200
1 - B.N M36 x 120 (SS400)(2-W付)
1 - B.N M36 x 110 (SS400)(2-W付)
2 - Pin φ6.3 x  63 (SWRM8)
2 - TCB M22 x  75 (S10T)

注記)
  特記無き材質はSM400Aとする。

7

10

5

15 15
M3

6

M3
6

φ6.3孔
pinφ6.3x63

φ6.3孔
pinφ6.3x63

TCB M22x75(S10)TCB M22x75(S10)

S=1:5

実施設計図面


